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「Adaptive Radio Resource Allocation and Scheduling for Wireless Networks」
（無線ネットワークにおける適応無線資源割当とスケジューリングの研究）
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「Fiber Tracking and Tractography with Magnetic Resonance Diffusion Tensor 
Imaging for Quantitative Evaluation of Schizophrenia」
（統合失調症の定量評価のためのMR拡散テンソル画像法に基づく神経線維追跡と
トラクトグラフィ手法に関する研究）
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「Satisficing Nonlinear Spacecraft Rendezvous Under Control Magnitude and
Direction Constraints」
（制御入力制約を考慮した宇宙機の相対軌道制御）


























「Identification of Deep Levels in SiC and Their Elimination for Carrier Lifetime 
Enhancement」
（SiC 中の深い準位の解析とキャリア寿命増大に向けた準位低減法の確立）
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τ = 0.6 μs 5.3 h Ox.
τ = 1.2 μs
15.9 h Ox.
τ = 2.0 μs
15.9 h Ox. + anne




τ = 6.5 μs
photon density: 1.1×1014 cm-2




「Fundamental Study on Wide-Bandgap-Semiconductor MEMS and Photodetectors 
for Integrated Smart Sensors」
（高機能集積センサ実現に向けたワイドギャップ半導体MEMSおよび光検出器の基礎研究）





















2.  高温における SiC 光検出器の設計のため、SiC 光吸収係数の温度依存性を正確に評価し、室温か
ら 300℃、光吸収係数が 500cm-1 までの波長における値を決定した。
3.  （光）電気化学エッチングを用いることで SiC の伝導型選択エッチングが可能であることを示し、
これを用いて単結晶 4H-SiC から成るブリッジ構造・カンチレバー構造を作製した。図 1に作製し
たブリッジ構造の鳥瞰 SEM像を示す。また、作製した単結晶 SiC カンチレバーの共振特性におい
て、同程度のサイズの Si カンチレバーより大幅に大きなQ値（230,000）を達成し、単結晶 SiC 
MEMSの高いポテンシャルを実証した。
4.  高温動作 SiC pn フォトダイオードの実現に向けて、　1）逆バイアス電圧調整による感度の温度無
依存化の提案と実証を行い、　2）パッシベーション手法の改良による高温でのリーク電流の大幅
な低減と、室温から 500℃までの温度範囲における SiC pn フォトダイオードの良好な光感度特性
（量子効率 50-70%）を達成した（図 2）。
Ώ㻌 ㎶㻌 ┤㻌 ᶞ㻌 㻔ᮌᮏᩍᤵ㻕㻌
䛂 㻲㼡㼚㼐㼍㼙㼑㼚㼠㼍㼘㻌 㻿㼠㼡㼐㼥㻌 㼛㼚㻌 㼃㼕㼐㼑㻙㻮㼍㼚㼐㼓㼍㼜㻙㻿㼑㼙㼕㼏㼛㼚㼐㼡㼏㼠㼛㼞㻌 㻹㻱㻹㻿㻌 㼍㼚㼐㻌 㻼㼔㼛㼠㼛㼐㼑㼠㼑㼏㼠㼛㼞㼟㻌 㼒㼛㼞㻌
㻵㼚㼠㼑㼓㼞㼍㼠㼑㼐㻌㻿㼙㼍㼞㼠㻌㻿㼑㼚㼟㼛㼞㼟䛃㻌
㻔㧗ᶵ⬟㞟✚䝉䞁䝃ᐇ⌧䛻ྥ䛡䛯䝽䜲䝗䜼䝱䝑䝥༙ᑟయ㻹㻱㻹㻿䛚䜘䜃ග᳨ฟჾ䛾ᇶ♏◊✲㻕㻌




























஭㻌 ᡞ㻌 ៅ୍㑻㻌 䠄ᮌᮏᩍᤵ䠅㻌
䛂࿘ἼᩘኚㄪཎᏊ㛫ຊ㢧ᚤ㙾䜢⏝䛔䛯⏕యศᏊ䛾䝘䝜䝇䜿䞊䝹ᅛᾮ⏺㠃ᵓ㐀ィ 䛃㻌
ᖹᡂ 㻞㻡 ᖺ 㻟 ᭶ 㻞㻡 ᪥ᤵ୚㻌
図 1: 液中動作周波数変調検出方式原子間力顕微鏡 (FM-AFM) を用いたDNA 分子の高分解能固
液界面構造計測 . (a) プラスミドDNA 分子の B 型二重らせん構造 . (b) 二重らせん構造の拡大AFM 像

























































図 1 GaN の偏光反射スペクトル
の一軸性応力依存性
図 2 Al0.7Ga0.3N/AlN 歪量子井戸構造の










1.  SiC を用いたフォトニック結晶を設計し、新たに作製手法の開発を行った。光学特性評価を行っ
た結果、光通信帯域（1.55 μ m帯）において約 200nm程度の PBG領域、約 100nmの導波帯域を
もつ導波路やQ値約 10000 をもつ共振器が得られ、SiC を用いて初めて 2次元フォトニック結晶
を実証した。
2.  ワイドバンドギャップをもつ SiC は可視領域においても透明であり、フォトニック結晶の可視領
域への応用が可能である。格子定数aを150nmから600nmまで25nm間隔で様々に変化させたフォ
トニック結晶を作製し（図 1（a））、光学特性評価を行った結果、波長 550 ～ 1450nmという従来
の材料では成し得なかった非常に広帯域において、同一基板上に導波路・共振器結合系を実現す
ることに成功した（図 1（b））。
3.  SiC フォトニック結晶共振器における二光子吸収の抑制の可能性について、入力するエネルギー
を変化させながら共振器特性を評価し、Si フォトニック結晶共振器との比較を行った。その結果、
SiC を用いることによって二光子吸収が十分に抑制され、少なくとも Si の約 100 倍の入力エネル
ギーに対しても安定に動作できることが明らかとなった。
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図 1に示す 2つの共振器A, B の中間に導波路を配置した構造を考え、導波路から外部環境へ光が逃げ
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「Geometry of weak measurements and its application to optical interferometry」
（弱測定の幾何学とその光干渉測定への応用）





















⋢㻌 ᡭ㻌 ಟ㻌 ᖹ㻌 䠄໭㔝ᩍᤵ䠅㻌
䛂㻳㼑㼛㼙㼑㼠㼞㼥㻌㼛㼒㻌㼣㼑㼍㼗㻌㼙㼑㼍㼟㼡㼞㼑㼙㼑㼚㼠㼟㻌㼍㼚㼐㻌㼕㼠㼟㻌㼍㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼠㼛㻌㼛㼜㼠㼕㼏㼍㼘㻌㼕㼚㼠㼑㼞㼒㼑㼞㼛㼙㼑㼠㼞㼥䛃㻌
䠄ᙅ ᐃ䛾ᗄఱᏛ䛸䛭䛾ගᖸ΅ ᐃ䜈䛾ᛂ⏝䠅㻌






ᅗ㻌 㻝㻌 㻌 ᅗ㻌 㻞㻌
⋢㻌 ᡭ㻌 ಟ㻌 ᖹ㻌 䠄໭㔝ᩍᤵ䠅㻌
䛂㻳㼑㼛㼙㼑㼠㼞㼥㻌㼛㼒㻌㼣㼑㼍㼗㻌㼙㼑㼍㼟㼡㼞㼑㼙㼑㼚㼠㼟㻌㼍㼚㼐㻌㼕㼠㼟㻌㼍㼜 㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼠㼛㻌㼛㼜㼠㼕㼏㼍㼘㻌㼕㼚㼠㼑㼞㼒㼑㼞㼛㼙㼑㼠㼞㼥䛃㻌
䠄ᙅ ᐃ䛾ᗄఱᏛ䛸䛭䛾ගᖸ΅ ᐃ䜈䛾ᛂ⏝䠅㻌




ᅗ㻌 㻝㻌 㻌 ᅗ㻌 㻞㻌




⋢㻌 ᡭ㻌 ಟ㻌 ᖹ㻌 䠄໭㔝ᩍᤵ䠅㻌
䛂㻳㼑㼛㼙㼑㼠㼞㼥㻌㼛㼒㻌㼣㼑㼍㼗㻌㼙㼑㼍㼟㼡㼞㼑㼙㼑㼚㼠㼟㻌㼍㼚㼐㻌㼕㼠㼟㻌㼍㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼠㼛㻌㼛㼜㼠㼕㼏㼍㼘㻌㼕㼚㼠㼑㼞㼒㼑㼞㼛㼙㼑㼠㼞㼥䛃㻌
䠄ᙅ ᐃ䛾ᗄఱᏛ䛸䛭䛾ගᖸ΅ ᐃ䜈䛾ᛂ⏝䠅㻌




ᅗ㻌 㻝㻌 㻌 ᅗ㻌 㻞㻌
金　子　健太郎　（藤田教授）
「コランダム構造酸化ガリウム系混晶薄膜の成長と物性」






よる混晶系であり（α㽎Al2O3㽎α㽎Ga2O3㽎α㽎In2O3 図 1）、バンドギャップ値を 3.7 ～ 9.0eV まで変調さ
せる事が可能である。2つ目は遷移金属酸化物であるα㽎Fe2O3、α㽎Cr2O3 等で構成される領域であり、
1つ目の領域の典型金属酸化物と混晶化、またはドーピングを行う事で、強磁性等の機能付加が可能と
なる。つまり II-VI、III-V 族化合物半導体と同様に 1つ目の領域で「バンドギャップエンジニアリング」





プエンジニアリングに成功した。また、α㽎（Al,Ga）2O3 混晶薄膜は 0006 ピークにおけるXRCの半値


































































H ⊥ c-axis T= 110K, 300K
図 1 コランダム型構造酸化物による新しい
混晶系





「Studies on Re-ranking and Summarizing Search Results」
（検索結果の並べ替えと要約に関する研究）



























ཎ㻌 ᓥ㻌 㻌 㻌 ⣧㻌 㻔㯮ᶫᩍᤵ㻕㻌
䛂㻿㼠㼡㼐㼕㼑㼟㻌㼛㼚㻌㻾㼑㻙㼞㼍㼚㼗㼕㼚㼓㻌㼍㼚㼐㻌㻿㼡㼙㼙㼍㼞㼕㼦㼕㼚㼓㻌㻿㼑㼍㼞㼏㼔㻌㻾㼑㼟㼡㼘㼠㼟䛃㻌
䠄᳨⣴⤖ᯝ䛾୪䜉᭰䛘䛸せ⣙䛻㛵䛩䜛◊✲䠅㻌







































































































平成 25年 3月 25 日授与
携帯電話網の LTEやWiMAXなどの普及により、移動通信網の利用人口は年々増加している。この
移動通信の実現には、ネットワーク側が端末位置を常に把握して通信を確立する、位置情報管理技術が
必要不可欠である。本論文は、移動通信網の位置情報管理技術に着目し、“性能改善” 並びに “応用” と
いう二つの観点で、移動通信および放送受信の高品質化について研究し、まとめたものである。
1．位置情報管理技術の性能改善
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「Cooperative Resource Sharing toward Mobile Cloud」
（モバイルクラウドに向けた資源協調利用の検討）
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「Study on Effect of Magnetic Field Configuration on Parallel Plasma Flow during 
Neutral Beam Injection in Heliotron J」
（ヘリオトロン Jにおける中性粒子ビーム入射加熱プラズマ中の平行プラズマ流に及ぼ
す閉じ込め磁場配位の影響に関する研究）











非軸対称性の異なる 3つの磁場配位（High, Standard and Reversed mirror）の中性粒子ビーム入射
加熱プラズマにおいて平行プラズマ流の計測を行った。非軸対称性の大きいHigh mirror 配位で計測さ
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「A Study on Augmented Reality for Supporting Decommissioning Work of Nuclear 
Power Plants」
（原子力発電プラントの解体作業支援のための拡張現実感に関する研究）
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図 2: フォトニック結晶加工前 (a) と後 (b) の QD の低温フォトルミネッセンス (PL) スペクトル。946.8 
nm 付近のピークが共振モードである。(c) 共振器・QD 間の波長差を変えながら測定したPL スペクト
ルのカラープロット。波長差の制御は共振器へのガス堆積を用いた屈折率変化による。波長差が 0 にな
るときにスペクトルの反交差が生じており、この共振器とQD が強結合状態にあることを示している。




「Discrete-Time Noncausal Linear Periodically Time-Varying Scaling for Robustness 
Analysis and Controller Synthesis」
（ロバスト性解析と制御器設計のための離散時間非因果的周期時変スケーリング）



















































「3D Video Capture of a Moving Object in a Wide Area Using Active Cameras」
（能動カメラ群を用いた広域移動対象の 3次元ビデオ撮影）
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「Study on Accurate Ranging and Positioning System with UWB-IR Technology」
（UWB-IR を用いた高精度測距・測位システムの開発）








通信回数、基地局数を余分に必要としないTOA／ TDOA（Time of Arrival ／ Time Difference of 
Arrival）ハイブリッド方式を考案した。
2．CMOSプロセスで実装可能でありかつ低消費電力な受信機構成を可能にする低パルス繰り返し周波
数、2段階直接拡散方式及び差動符号化を行う通信方式を考案した。
3．低消費電力かつ低コストで実装可能な受信機構成を考案した。特にパルス繰り返し周波数サンプリ
ングとシリアルサーチとマッチトフィルタを併用した高速同期捕捉及び同期保持手法を考案した。
4．上記受信機構成を利用し、簡易な構成かつ波形推定のためにメモリ量を多く必要としない第一パス
到来信号時間計測手法を考案した。
5．考案した送受信機をCMOSプロセスで 1チップ化し、トランシーバモジュールを開発した。それら
を用いて測距システム及び測位システムを実際に構築し、実測により評価を行うことにより考案する測
位システムの実証を行った。
以上より、本論文は、これまで困難であったCMOSプロセスによる測位システム向けのUWB－ IR 送
受信機トランシーバの開発とセンサネット向けに実用性の高い測位システム方式の考案を行っている。
